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ご
み
の
減
量
化
に
努
め
よ
う

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
お
よ
び

堆
肥
化
容
器
購
入
補
助
金

　

生
ご
み
の
減
量
化
・
堆
肥
化
推

進
の
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
お
よ

び
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ

ス
ト
）
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

◆
資
源
ご
み
集
団
回
収
促
進
事
業

奨
励
金

　

古
紙
や
空
き
缶
な
ど
の
資
源
を

自
主
的
に
回
収
し
、
再
資
源
化
業

者
に
引
き
渡
す
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

を
実
施
し
た
団
体
に
対
し
、
回
収

量
に
応
じ
た
奨
励
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

◆
使
用
済
み
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル

　

市
役
所
と
野
栄
総
合
支
所
の
ロ

ビ
ー
に
、
使
用
済
み
小
型
家
電
を

回
収
す
る
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
生
活
用

品
な
ど
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、

市
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
情
報
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
不
法
投
棄

　

個
人
の
土
地
に
廃
棄
物
が
捨
て

ら
れ
、
捨
て
た
人
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
土
地
の
所
有
者
が
撤
去

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
地

所
有
者
は
、
適
正
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
草
刈
り
を
し
、
見
通

し
の
利
く
状
態
に
し
て
お
く
。

・
進
入
防
止
柵
や
不
法
投
棄
禁
止

な
ど
の
掲
示
板
を
設
置
す
る
。

・
定
期
的
に
見
回
り
を
し
、
常
に

土
地
の
状
態
を
把
握
す
る
。

〜
不
審
な
現
場
を
見
か
け
た
ら
通

報
を
〜

・
工
事
現
場
で
も
な
い
の
に
重
機

を
使
っ
て
穴
を
掘
っ
て
い
る
。

・
早
朝
や
深
夜
に
見
か
け
な
い
ダ

ン
プ
が
出
入
り
し
て
い
る
。

【
通
報
・
問
い
合
わ
せ
先
】

海
匝
地
域
振
興
事
務
所
地
域
環
境

保
全
課
☎
64
・
２
８
２
５

産
廃
県
民
ダ
イ
ヤ
ル
（
夜
間
、
休

日
の
緊
急
連
絡
先
）

☎
０
４
３
・
２
２
３
・
３
８
０
１

環
境
生
活
課
環
境
班

☎
73
・
０
０
８
８

空
き
地
管
理
は
適
正
に

　

空
き
地
な
ど
で
雑
草
が
繁
茂
し

た
状
態
を
放
置
す
る
と
、
病
害
虫

の
発
生
や
ご
み
の
不
法
投
棄
だ
け

で
な
く
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
に

よ
る
火
災
の
原
因
に
も
つ
な
が
り
、

生
活
環
境
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

空
き
地
の
所
有
者
（
管
理
者
）

は
定
期
的
な
除
草
や
清
掃
を
行
い

清
潔
を
保
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
地
球
温
暖
化
」。
遠
い
話
の
よ
う

で
す
が
、
実
は
私
た
ち
の
暮
ら
し

や
経
済
活
動
に
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、
省
エ

ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

　

家
庭
で
の
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、

ア
サ
ガ
オ
と
ゴ
ー
ヤ
の
種
の
無
料

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

配
布
期
間…

６
月
30
日
（
月
）
ま

で　

※

無
く
な
り
次
第
終
了

配
布
場
所…

市
役
所
環
境
生
活
課
、

野
栄
総
合
支
所

ま
ず
は

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

地
球
環
境
を
考
え
よ
う「緑のカーテン」で夏も涼しく

６
月
は

環
境
月
間

身
近
な
こ
と
か
ら

　
　
　
　

取
り
組
も
う

　

環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

積
極
的
に
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
６
月
は

「
環
境
月
間
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
に
つ
い

て
考
え
、
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※このページに関する問い合わせは環境生活課環境班☎73－0088へ
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考
え
よ
う
水
道
の
こ
と

６
月
１
日
〜
７
日
は
「
水
道
週
間
」

　

６
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

は
第
56
回
「
水
道
週
間
」
で
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
お
い
し
い
な

だ
い
じ
な
お
水　

ご
く
ご
く
り
」。

こ
の
機
会
に
、
普
段
飲
ん
で
い
る

水
の
こ
と
や
水
道
の
こ
と
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
で
き
る
漏
水
チ
ェ
ッ
ク

　

水
道
管
は
普
段
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
宅
内
の
漏
水
が

原
因
で
発
生
し
た
水
道
料
金
や
修

理
費
用
は
、
お
客
様
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
に
定

期
的
な
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
チ
ェ
ッ
ク
方
法
】

①
宅
地
内
に
あ
る
蛇
口
を
全
部
閉

め
、
水
が
流
れ
て
い
な
い
状
態
に

す
る
。
②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

フ
タ
を
開
け
、
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
確
認
す
る
（
＝
写
真
）。

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た

ら
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
「
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
」
に
、
調
査
・
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
お
住
ま
い
の

人
は
、
大
家
さ
ん
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
施
設
の
見
学
会

　

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

水
道
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
八
匝
水
道
企
業
団
で
は
施
設

見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
水
を
送
る
水
道

施
設
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
、
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

開
催
場
所…

八
日
市
場
配
水
場

（
匝
瑳
市
生
尾
10
番
地
）

見
学
概
要…

水
を
送
る
仕
組
み
、

安
全
な
水
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
、

利
き
水
、
給
水
訓
練
な
ど

問
八
匝
水
道
企
業
団
総
務
班

☎
73
・
３
１
７
１

　

広
域
ご
み
焼
却
施
設
に
つ
い
て

は
、
銚
子
市
野
尻
町
地
区
を
計
画

地
と
し
て
、
周
辺
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

処
理
方
式
（
焼
却
炉
の
種
類
）

に
つ
い
て
は
、
東
総
地
区
広
域
ご

み
焼
却
施
設
建
設
計
画
検
討
委
員

会
の
答
申
に
基
づ
き
、「
シ
ャ
フ
ト

方
式
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

※

シ
ャ
フ
ト
方
式
は
、
多
種
多
様

な
ご
み
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と

と
も
に
、
発
生
す
る
焼
却
灰
を
従

来
型
の
方
式
に
比
べ
て
４
分
の
１

程
度
の
量
に
削
減
し
、
最
終
処
分

場
の
規
模
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
方
式
で
す
。

　

広
域
最
終
処
分
場
の
候
補
地
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
３
月
に
設

置
し
た
東
総
地
区
広
域
最
終
処
分

場
候
補
地
選
定
委
員
会
に
お
い
て

選
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
同
委
員
会
の
審
議

結
果
を
受
け
、
最
終
処
分
場
の
候

補
地
を
「
銚
子
市
森
戸
町
」
に
選

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
組
合
で
は
森
戸
町
地
区

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

施
設
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
、

一
層
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.tksj.jp/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
東
総
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
施
設
整
備
課

☎
０
４
７
９
・
24
・
８
１
０
１

焼
却
施
設
の
処
理
方
式
を

「
シ
ャ
フ
ト
方
式
」
に
決
定

最
終
処
分
場
の
候
補
地
は

「
銚
子
市
森
戸
町
」
を
選
定

銚
子
市
内
で
ご
み
焼
却
施
設
と

最
終
処
分
場
の
建
設
を
目
指
し
て
い
ま
す

銚
子
市
内
で
ご
み
焼
却
施
設
と

最
終
処
分
場
の
建
設
を
目
指
し
て
い
ま
す

銚
子
市
内
で
ご
み
焼
却
施
設
と

最
終
処
分
場
の
建
設
を
目
指
し
て
い
ま
す

ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業

　

匝
瑳
市
、
銚
子
市
、
旭
市
の
３
市
で
構
成
す
る
東
総
地
区
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
を
処
理
す
る
広
域
ご
み
焼
却
施
設
（
資
源
化

施
設
も
併
設
）
と
広
域
最
終
処
分
場
を
整
備
す
る
「
ご
み
処
理
広

域
化
推
進
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
焼
却
方
式
と

最
終
処
分
場
候
補
地
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広域ごみ処理施設イメージ図

植栽に取り組む行員ら（同行提供）

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
少
し
で
も
回
っ
て
い
た
ら
要
注
意

　野田地区新堀の海岸保安林で４月２日、
千葉興業銀行の新入行員ら103人が参加し
ての植林活動が行われました。
　この活動は、「日本の森を守る地方銀行有
志の会」に所属する同行が、県有林におい
て企業・団体などの法人が社会貢献活動と
して森林整備に参画する千葉県の「法人の
森事業」の一環として実施したもの。
　当日は、１haの範囲にクロマツ、マサ
キ、トベラ計1,000本を植栽。今後、夏に
は下刈りな
どを行い、
５年間で合
計5,000本
の植栽と生
育に取り組
む予定です。

新入行員が植林活動

税と保険料

週末は
何かがある！
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